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つるいつるい    議会だより議会だより

鶴居保育園の入園式　14 人が入園しました！鶴居保育園の入園式　14 人が入園しました！

新たな議会体制が決まりました。新たな議会体制が決まりました。
4年間よろしくお願いいたします。4年間よろしくお願いいたします。



２議会だよりつるい　№177№ 177３ 議会だよりつるい　№177№ 177　　

新しい議員の 紹介と抱負
第 11 代議長

松
ま つ

井
い

 廣
ひ ろ

道
み ち

無所属

当選８回

①
昭
和
25
年
8
月
23
日
生

　

と
ら
年
・
お
と
め
座

②
72
歳　

Ｏ
型

③
議
長
と
い
う
重
い
職
責
を

　

担
い
、
新
た
な
気
持
ち
で

　

村
・
村
民
そ
し
て
産
業
振

　

興
・
社
会
福
祉
の
た
め
に

　

し
っ
か
り
と
見
え
る
活
動

　

を
行
う
。

④
な
し

自己紹介
①生年月日
②年齢・血液型
③議員活動の抱負
④広域議会関係

副議長

松
ま つ

井
い

 洋
ひ ろ

和
か ず

無所属

当選４回

①
昭
和
40
年
9
月
10
日
生

　

へ
び
年
・
お
と
め
座

②
57
歳　

Ａ
型

③
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
や
っ

　

と
通
常
の
生
活
を
取
り
戻

　

す
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ

　

て
い
ま
し
た
が
、
物
価
高

　

騰
な
ど
安
心
で
き
な
い
状

　

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り
良

　

い
生
活
を
目
指
し
ま
す
。

④
釧
路
公
立
大
学
事
務
組
合
議
会

　

林
活
推
進
議
員
連
盟

総務常任委員長

吉
よ し

田
だ

 保
や す

博
ひ ろ

無所属

当選５回

①
昭
和
26
年
1
月
16
日
生

　

う
さ
ぎ
年
・
や
ぎ
座

②
72
歳　

Ａ
型

③
酪
農
畜
産
を
始
め
、
村
を

　

支
え
る
産
業
の
課
題
に
取

　

り
組
み
、
子
育
て
福
祉
、

　

高
齢
者
の
生
活
安
定
、
教

　

育
の
充
実
に
努
め
、
村
民

　

の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
み
を

　

進
め
な
が
ら
鶴
居
村
を
前

　

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

④
釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
議
会

産業常任委員長

東
あづま

 隆
た か

行
ゆ き

無所属

当選５回

①
昭
和
28
年
12
月
26
日
生

　

へ
び
年
・
や
ぎ
座

②
69
歳　

Ｏ
型

③
酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
が

　

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
農
業
、
障
が
い
福

　

祉
、
少
子
化
、
人
口
減
少

　

有
害
鳥
獣
駆
除
な
ど
、
諸

　

問
題
解
決
の
た
め
皆
さ
ま

　

と
村
政
の
パ
イ
プ
役
と
し

　

て
４
年
間
全
力
を
尽
く
し

　

頑
張
り
ま
す
。

④
釧
路
広
域
連
合
議
会

広報広聴常任委員長

佐
さ

藤
と う

 吉
よ し

人
ひ と

無所属

当選４回

①
昭
和
28
年
5
月
18
日
生

　

へ
び
年
・
お
う
し
座

②
70
歳　

B
型

③
今
期
は
広
報
広
聴
常
任
委

　

員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

　

た
。
３
ケ
月
ご
と
の
議
会

　

広
報
誌
を
住
民
さ
ん
が
首

　

を
な
が
〜
く
し
て
待
っ
て

　

い
た
だ
け
る
よ
う
な
紙
面

　

に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

　

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

　

し
ま
す
。

④
釧
路
広
域
連
合
議
会

議会運営委員長

松
ま つ

井
い

 俊
しゅん

治
じ

無所属

当選２回

①
昭
和
37
年
11
月
15
日
生

　

と
ら
年
・
さ
そ
り
座

②
60
歳　

Ａ
型

③
酪
農
畜
産
業
の
発
展
。

　

福
祉
、
子
育
て
支
援
、
ま

　

た
、
鶴
居
村
の
魅
力
を
今

　

ま
で
以
上
に
発
信
し
て
行

　

き
ま
す
。

④
釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
議
会

議会選出監査委員

大
お お

津
つ

 泰
や す

則
の り

無所属

当選７回

①
昭
和
24
年
3
月
17
日
生

　

う
し
年
・
う
お
座

②
74
歳　

Ｏ
型

③
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
今

こ
こ
で
頑
張
ら
ず
い
つ
頑
張

る
」で
す
。
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
、

計
画
目
標
は
今
後
よ
り
現
実

的
な
も
の
で
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
下
幌
呂
の
環
境
整

備
や
道
の
駅
な
ど
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
や
、
町
の
元
気

を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

④
な
し

広報広聴常任副委員長

板
い た

 宏
ひ ろ

哉
や

無所属

当選１回

①
昭
和
62
年
5
月
30
日
生

　

う
さ
ぎ
年
・
ふ
た
ご
座

②
36
歳　

B
型

③
鶴
居
村
の
皆
様
に
貢
献
で

　

き
る
よ
う
、
日
々
学
び
な

　

が
ら
若
い
力
で
積
極
的
に

　

行
動
し
、
村
を
盛
り
上
げ

　

る
た
め
に
努
力
し
て
ま
い

　

り
ま
す
。
若
輩
者
で
は
あ

　

り
ま
す
が
何
卒
よ
ろ
し
く

　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

④
釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合
議
会

総務常任委員

及
お い

川
か わ

 満
み ち

浩
ひ ろ

日本共産党

当選４回

①
昭
和
36
年
4
月
5
日
生

　

う
し
年
・
お
ひ
つ
じ
座

②
62
歳　

B
型

③
こ
の
度
４
期
目
の
議
会
議

　

員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

　

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

住
民
生
活
の
安
定
と
産
業

　

の
振
興
と
と
も
に
積
極
的

　

に
女
性
の
声
を
取
り
上
げ

　

る
所
存
で
す
。

④
林
活
推
進
議
員
連
盟

　
　

委
員
会
の
構
成

総
務
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

吉
田
保
博

　

副
委
員
長　
　

松
井
俊
治

　

委
員　
　
　
　

大
津
泰
則

　

委
員　
　
　
　

及
川
満
浩

　

委
員　
　
　
　

板　

宏
哉

産
業
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

東　

隆
行

　

副
委
員
長　
　

松
井
俊
治

　

委
員　
　
　
　

松
井
洋
和

　

委
員　
　
　
　

及
川
満
浩

　

委
員　
　
　
　

板　

宏
哉

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

佐
藤
吉
人

　

副
委
員
長　
　

板　

宏
哉

　

委
員　
　
　
　

松
井
洋
和

　

委
員　
　
　
　

松
井
俊
治

議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　
　

松
井
俊
治

　

副
委
員
長　
　

東　

隆
行

　

委
員　
　
　
　

吉
田
保
博

　

委
員　
　
　
　

佐
藤
吉
人



４５ 議会だよりつるい　№177№ 177　　

ふるさと納税1億5000 万円を目標に！
鶴居中学校の大規模改修工 事が始まる！

３３
月
定
例
会

月
定
例
会
３
月
８
～
14
日

令和５年度
の予算はど
うなった？

議会だよりつるい　№177№ 177

会計別 R ５予算 R ４予算 増　減 議決の内容
一 般 会 計    51億0700万円    44億2800万円 6億7900万円 全員賛成により可決
水 道 特 別 会 計            6540万円            5050万円 1490万円 全員賛成により可決
農業集落排水特別会計            7250万円            5180万円 2070万円 全員賛成により可決
国民健康保険特別会計 　 3億7020万円 　 3億5420万円 1600万円 全員賛成により可決
診 療 所 特 別 会 計            3450万円 　            2760万円 　 690万円 全員賛成により可決
介 護 保 険 特 別 会 計 　 2億8100万円 　 2億8100万円 0万円 全員賛成により可決
後期高齢者医療特別会計            4730万円            4270万円 460万円 全員賛成により可決

合　　　計    59億7790万円    52億3580万円 7億4210万円

令和５年度各会計予算

▶地方交付税の推移

議会費
4600万円

▶基金残高(貯金)の推移(特別会計含む）

▶借入金の推移(一般会計)

令和５年度一般会計予算の主な事業
①鶴居中学校大規模改修事業
②ふるさと納税推進事業
③村有林造林事業
④除雪等道路整備車両購入事業
⑤乳質改善奨励事業補助金
⑥給食費無償化事業
⑦運動広場憩いの広場整備事業
⑧地域公共交通会議負担金
⑨景観計画策定事業
⑩産前産後サポート事業

600000

地方交付税
21億2612万円

村税
3億9795万円

使用料・寄付金等
4億9647万円

諸収入
2億4489万円

その他の交付金

村債（借入金）
11億0197万円

道支出金
2億9220万円

国庫支出金
2億2099万円

公債費（返済金）
5億5700万円

総務費
6億3390万円

土木費
4億5910万円

給与費
5億7440万円

農林産業費
5億0240万円

民生費
4億6260万円

教育費
13億3150万円

消防費
2億0420万円

衛生費

自
主
財
源

依
存
財
源

歳　出 歳　入

0

5 億

10 億

15 億

20 億

25 億

26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 年度

２
１
億
２
９
０
５
万
円

２
２
億
１
５
５
３
万
円

２
１
億
７
９
２
１
万
円

２
１
億
０
３
９
６
万
円

２
０
億
２
０
３
８
万
円

２
０
億
１
１
４
６
万
円

２
０
億
６
０
２
０
万
円

２
３
億
２
８
８
９
万
円

２
０
億
６
６
７
０
万
円

２
１
億
２
６
１
２
万
円

（
見
込
）

（
見
込
）

0

10 億

20 億

30 億

40 億

50 億

60 億

26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 年度

４
２
億
８
７
６
８
万
円

４
０
億
７
１
５
６
万
円

３
８
億
８
７
２
４
万
円

３
６
億
４
３
７
４
万
円

３
６
億
６
１
９
８
万
円

４
２
億
４
５
３
２
万
円

４
４
億
７
３
１
５
万
円

５
５
億
１
４
４
０
万
円

５
７
億
０
４
８
１
万
円

６
２
億
６
０
５
８
万
円

（
見
込
）

（
見
込
）

0

10 億

20 億

30 億

40 億

50 億

60 億

70 億

80 億

26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 年度

６
８
億
３
６
１
１
万
円

６
９
億
２
０
４
１
万
円

６
９
億
８
８
６
５
万
円

６
８
億
６
４
９
７
万
円

６
８
億
０
０
１
６
万
円

６
７
億
５
６
８
５
万
円

６
６
億
５
３
７
６
万
円

７
０
億
０
６
８
６
万
円

６
７
億
９
６
２
９
万
円

６
５
億
７
５
７
５
万
円

（
見
込
）

（
見
込
）

一
般
会
計
予
算
５
１
億
０
７
０
０
万
円

鶴居中学校大規模
改修工事

9 億 3379 万円

2億2641万円

予備費
1000万円

1億9240万円
商工費

1億3350万円

9億3379万円
9883万円
6018万円
5396万円
5000万円
1681万円
1450万円

598万円
549万円
208万円

可
決

３３
月
定
例
会

月
定
例
会
３
月
８
～
14
日

0

10 億

20 億

30 億

40 億

50 億

60 億

26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4 R5 年度

３
９
億
１
３
０
０
万
円

３
５
億
１
９
０
０
万
円

３
６
億
５
１
０
０
万
円

５
１
億
０
７
０
０
万
円

４
３
億
０
２
０
０
万
円

４
３
億
７
０
０
０
万
円

４
５
億
１
３
０
０
万
円

３
７
億
３
６
０
０
万
円

４
４
億
２
８
０
０
万
円

５
１
億
９
０
０
０
万
円

▶一般会計予算の推移

29・30年度は5億円を公共施設等整備基
金に積み立てしており、実質は38億円
程度。
R１年度は子育て支援センター建設。
R2年度は村長選挙の年で骨格予算と
なっており、実質49億円。
R３年度は新総合体育館建設とコロナ対
策費で過去最大。
R５年度は鶴居中学校大規模改修工事。

●

●

●

●

●



６７

▽
総
合
セ
ン
タ
ー

機
能
改
善
基
本
設
計

４
０
３
万
円

　
　
　
　

松
井
洋
和
委
員

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

の
在
庫
は
大
丈
夫
か
。

　

チ
ー
ズ
は
２
～
３
ヶ
月
待
ち
、

豚
肉
は
な
ん
と
か
確
保
し
て
い
る

状
態
。
今
後
は
１
７
０
の
品
目
を

組
み
合
わ
せ
て
対
応
す
る
。

　
　
　
　

大
津
泰
則
委
員

　
　
　
　

輝
く
住
ま
居
る
支
援
金

は
あ
と
２
年
で
終
わ
る
が
、
継
続

の
考
え
は
。

　

継
続
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

  

予
算
委
員
会
３
月
10
・
13
日

  

予
算
委
員
会

予
算
委
員
会
３
月
10
・
13
日

▼
委
員
長　
　
秋
里
広
志

▼
副
委
員
長　
松
井
洋
和

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
特
別
会
計
の
各
会
計
予

算
案
は
、
松
井
廣
道
議
長
を

除
く
８
議
員
で
構
成
さ
れ
る

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
こ
れ
に
付
託
し
て
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

事
業
内
容
や
事
業
効
率
、

効
果
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

質
疑
を
行
い
、
議
案
ご
と
に

討
論
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

全
て
の
議
案
を

「
可
決
す
べ

き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

住民の声
をどう活
かしたか

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長

　
　
　
　

東
隆
行
委
員

　
　
　
　

酪
農
家
へ
の
利
子
補
給

金
の
状
況
は
。

　

借
入
件
数
は
52
件
、
年
末
残
高

は
８
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

産
業
振
興
課
長

▽
バ
イ
オ
ガ
ス

　

プ
ラ
ン
ト

　

管
理
運
営
費
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　　令和５年度予算で議員が　注目した事業は？
　予算委員会では７委員が９　６の質問をしました！

▽
IP
告
知
端
末

の
バ
ッ
テ
リ
ー

　
　
　
　

及
川
満
浩
委
員

　
　
　
　

IP
告
知
端
末
の
バ
ッ
テ

リ
ー
交
換
は
。

　

故
障
が
あ
れ
ば
個
々
に
対
応
し

て
い
る
。
長
期
停
電
時
に
は
携
帯

電
話
な
ど
で
の
告
知
を
考
え
て
い

る
。

総
務
課
長

　
　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　
　

役
場
庁
舎
と
総
合
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
工
事
予
定
は
。

　

役
場
庁
舎
は
車
庫
と
外
壁
工
事

を
、総
合
セ
ン
タ
ー
は
音
響
設
備
、

照
明
、
空
調
設
備
の
改
修
を
予
定

し
て
い
る
。

▽
ふ
る
さ
と
納

　

税
返
礼
品
の

　

在
庫
状
況
は

総
務
課
長

予
算
特
別
委
員
会

　
　

の
あ
ら
ま
し

　
　
　
　

松
井
洋
和
委
員

　
　
　
　

新
規
事
業
の
地
場
産
品

Ｐ
Ｒ
事
業
と
は
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ

Ｒ
を
す
る
。
昨
年
発
信
し
た
と
こ

ろ
好
評
だ
っ
た
。

企
画
財
政
課
長

▽
地
域
産
品

　
　

Ｐ
Ｒ
事
業

２
５
万
円

▽
輝
く
住
ま

　

居
る
支
援
金

７
５
０
万
円

▽
高
齢
者

　

温
泉
入
浴
券

　
　
　
　

及
川
満
浩
委
員

　
　
　
　

高
齢
者
入
浴
助
成
券
を

来
年
度
か
ら
１
０
０
円
券
で
配
布

す
る
の
は
。

　

各
施
設
の
入
浴
料
金
に
ば
ら
つ

き
が
あ
る
の
で
、
今
回
か
ら
70
歳

以
上
の
高
齢
者
に
１
０
０
円
券
で

７
２
０
０
円
分
を
配
布
す
る
。

保
健
福
祉
課
長
補
佐 ３

０
９
万
円

▽
介
護
ヘ
ル
パ
ー

　

腰
椎
検
査
委
託

　
　
　
　

及
川
満
浩
委
員

　
　
　
　

介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
腰
痛

予
防
の
対
応
は
。

　

今
は
特
に
対
応
し
て
い
な
い
。

今
後
ヘ
ル
パ
ー
と
打
ち
合
わ
せ
を

す
る
。

保
健
福
祉
課
長
補
佐

３
万
円

▽
ヘ
ル
パ
ー
事
業

　

所
に
電
気
自
動
車

　
　
　
　

及
川
満
浩
委
員

　
　
　
　

電
気
自
動
車
を
購
入
す

る
が
、
使
い
方
は
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
ヘ
ル
パ
ー
が

利
用
す
る
。

保
健
福
祉
課
長
補
佐 ２

７
４
万
円

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
議
員

　
　
　
　

電
気
自
動
車
の
購
入
理

由
は
。

　

村
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」
を
し
て
お
り
、
今
後
少
し

づ
つ
電
気
自
動
車
に
変
更
し
て
い

く
予
定
あ
る
。

副
村
長

▽
ほ
の
ぼ
の
セ

ン
タ
ー
改
修
工
事

３
３
３
０
万
円

　
　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　
　

ほ
の
ぼ
の
セ
ン
タ
ー
を

改
修
す
る
が
、
詳
細
は
。

　

外
壁
、
屋
根
、
風
呂
場
の
改
修

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

　

現
在
、
１
日
に
10
人
く
ら
い
が

利
用
し
て
い
る
。

保
健
福
祉
課
長
補
佐

▽
道
営
農
道

　
　

整
備
事
業

２
６
５
７
万
円

　
　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　
　

新
規
事
業
の
農
道
整
備

事
業
の
詳
細
を
。

　

今
回
は
下
久
著
呂
と
中
幌
呂
の

農
道
を
整
備
す
る
。

　

他
地
区
も
早
期
に
修
復
整
備
で

き
る
よ
う
、
国
、
道
に
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。

産
業
振
興
課
長

▽
農
業
経
営
基

　

盤
強
化
資
金

　

利
子
補
給
金

２
０
６
万
円

２
５
２
万
円

　
　
　
　

吉
田
保
博
委
員

　
　
　
　

バ
イ
オ
ガ
ス
事
業
の
現

状
は
。

　

稼
働
に
向
け
て
機
械
な
ど
の
調

査
を
し
て
い
る
。
近
隣
農
家
と
の

調
整
も
行
っ
て
い
る
。

産
業
振
興
課
参
事

　
　
　
　

松
井
俊
治
委
員

　
　
　
　

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

運
営
会
社
の
状
況
は
。

　

２
月
14
日
に
会
社
を
設
立
。
３

月
中
に
登
記
も
終
わ
り
、
事
務
作

業
を
進
め
て
い
る
。

産
業
振
興
課
参
事
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住民の声
をどう活
かしたか

　　令和５年度予算で議員が　注目した事業は？
　予算委員会では７委員が９　６の質問をしました！

▽
災
害
時
用

備
蓄
品
購
入
費

　
　
　
　

東
隆
行
委
員

　
　
　
　

災
害
用
の
備
蓄
品
量

は
。

　

災
害
時
の
避
難
者
を
５
２
１
人

と
想
定
し
て
、
４
２
０
０
食
程
度

を
備
蓄
し
て
い
る
。

総
務
課
長

▽
Ｊ
Ａ
Ｌ
と
共
同

　

 

で
特
産
品
開
発
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予
算
委
員
会
３
月
10
・
13
日

  

予
算
委
員
会

予
算
委
員
会
３
月
10
・
13
日

▽
簡
易
軌
道
配

置
プ
ラ
ン
策
定

▽
鶴
居
中
学
校

大
規
模
改
修
の

空
調
は

　
　
　
　

松
井
洋
和
委
員

　
　
　
　

中
学
校
大
規
模
改
修
工

事
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
地
中
熱

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
採
用
す
る
が
、

空
調
は
。

　

地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
よ

り
、
冷
暖
房
が
可
能
と
な
る
。

管
理
課
長

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
議
員

　
　
　
　

簡
易
軌
道
パ
ー
ク
構
想

の
状
況
は
。

　

軌
道
の
図
面
、
写
真
な
ど
を
集

め
、
関
係
者
の
話
を
映
像
と
し
て

残
し
て
い
る
。

　
　
　
　

松
井
俊
治
委
員

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
Ｌ
と
共
同
で
行
う

特
産
品
開
発
と
は
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
と
協
力
し
て
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
の
認
知
度
を
高
め
、
さ
ら

に
、
ク
ッ
キ
ー
や
カ
レ
ー
の
販
売

も
目
指
し
て
い
る
。

　

９
月
に
は
飛
行
機
に
よ
る
湿
原

観
光
を
予
定
し
て
い
る
。

産
業
振
興
課
長
補
佐 ２

５
３
万
円

▽
民
間
賃
貸
住

宅
建
設
へ
の

助
成
の
今
後
は

　
　
　
　

大
津
泰
則
議
員

　
　
　
　

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
補

助
金
は
大
変
効
果
の
あ
る
事
業
だ

が
、
今
後
の
予
定
は
。

　

今
の
と
こ
ろ
民
間
賃
貸
住
宅
は

ほ
ぼ
満
室
。
令
和
４
年
度
で
補
助

金
は
終
了
す
る
が
、
今
後
、
業
者

か
ら
の
要
望
や
人
の
流
入
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

建
設
課
長

１
１
７
万
円

▽
村
道
の
草
刈

　
　
　
　

東
隆
行
委
員

　
　
　
　
　

村
道
の
草
刈
り
は
年

に
何
回
か
。

　

年
に
２
回
だ
が
、
予
算
の
都
合

で
１
回
の
道
路
も
あ
る
。

建
設
課
長

社
会
教
育
課
長

１
７
０
万
円

▽
鶴
居
村

音
楽
祭
補
助
金

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
議
員

　
　
　
　

鶴
居
村
音
楽
祭
補
助
金

の
内
容
は
。

　

９
月
29
日
～
10
月
１
日
に
か
け

て
、
小
中
学
校
や
フ
ァ
ミ
ス
ポ

ア
ッ
プ
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定

し
て
い
る
。

社
会
教
育
課
長

２
０
０
万
円

　
　
　
　

大
津
泰
則
議
員

　
　
　
　

音
楽
祭
は
次
年
度
以
降

も
継
続
す
る
の
か
。

　

継
続
し
て
い
き
た
い
。

社
会
教
育
課
長

▽
村
民
球
技
場
の

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
撤
去

　
　
　
　

松
井
洋
和
委
員

　
　
　
　

村
民
球
技
場
の
今
後
の

利
用
は
。

　

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
や
フ
ェ
ン
ス
な

ど
を
撤
去
す
る
た
め
、
野
球
や
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
は
野
球
場
の
利
用
を

考
え
て
い
る
。
盆
踊
り
花
火
大
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
す
る
。

社
会
教
育
課
長

２
１
７
万
円

▽
将
来
の

行
財
政
運
営
は

　
　
　
　

大
津
泰
則
議
員

　
　
　
　

村
債
の
借
入
れ
が
こ
こ

数
年
増
加
し
て
い
る
。
地
方
債
は

村
民
の
負
担
と
な
る
。
将
来
の
行

財
政
運
営
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

こ
れ
か
ら
は
税
収
も
減
少
傾
向

に
向
か
う
と
考
え
て
お
り
、
今
後

事
業
を
進
め
る
に
は
村
債
や
積
立

金
、
村
の
持
つ
資
産
を
有
効
に
活

用
し
て
予
算
を
組
み
立
て
な
く
て

は
い
け
な
い
。

　

返
済
額
に
注
視
し
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
答
え
な
が
ら
大
き
な
借

り
入
れ
を
し
な
い
よ
う
に
財
政
運

営
し
て
い
く
。

村
長

▽
定
住
促
進
を

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
議
員

　
　
　
　

鶴
居
村
は
管
内
で
唯
一

人
口
が
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
定

住
促
進
を
進
め
た
い
が
、
村
長
の

考
え
は
。

　

村
の
定
住
促
進
施
策
の
効
果
と

考
え
る
が
、
子
ど
も
達
の
人
数
は

減
少
し
て
お
り
、
今
後
の
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

村
に
は
可
能
性
が
あ
り
、
こ
こ

に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
な
村
づ
く
り
を
展
開
し
た
い
。

村
長

▽
酪
農
畜
産
は

危
機
的
な
状
況

　
　
　
　

松
井
俊
治
委
員

　
　
　
　

酪
農
畜
産
業
は
危
機
的

状
況
で
あ
る
。
今
後
、
農
業
後
継

者
が
村
に
帰
っ
て
来
ら
れ
る
よ
う

さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
で
は
。

　

後
継
者
の
確
保
に
は
継
続
的
な

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

農
家
所
得
の
安
定
確
保
と
農
業

が
魅
力
的
で
や
り
が
い
の
あ
る
職

業
で
あ
る
こ
と
を
ど
う
伝
え
て
い

く
か
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

村
長

地中熱ヒートポンプにより冷房も



松井廣道議長

　第１回定例会は 3月 8日に開会し、14日に閉会しました。
　村長からの提出議案は 32件で、内訳は条例案件14件、補
正予算７件、新年度予算 7件、その他 4件です。議員発議
案は４件で、すべての議案が原案通り可決されました。
　一般質問では、4議員が11項目の質問で村政を問いました。

定例会のあらまし

▽
入
湯
税

　
　
　
　

吉
田
保
博
議
員

　
　
　
　

村
で
管
理
し
て
い
る
住

宅
使
用
料
が
３
６
０
万
円
ほ
ど
減

額
補
正
さ
れ
て
い
る
が
、
住
宅
に

空
き
が
あ
る
状
態
な
の
か
。

　

当
初
予
算
で
は
満
室
の
状
態
で

予
算
計
上
し
て
お
り
、
今
回
は
空

室
と
未
収
を
合
わ
せ
て
減
額
し
て

い
る
。

　

現
在
４
室
の
空
き
が
あ
る
。

▽
村
有
住
宅
の
使

用
料
が
減
額
補
正

　
　
　
　

秋
里
広
志
議
員

　
　
　
　

断
水
時
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
に
農
家
へ
の
貯
水
タ
ン
ク

助
成
事
業
が
始
ま
っ
た
が
、
当
初

予
算
３
０
０
万
円
の
う
ち
今
年
度

は
約
５
万
円
ほ
ど
し
か
使
わ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
要
因
は
。

　

釧
路
丹
頂
農
協
と
共
に
立
ち
上

げ
た
、
貯
水
タ
ン
ク
整
備
費
の

50
％
以
内
で
上
限
30
万
円
以
内
を

村
と
農
協
が
そ
れ
ぞ
れ
補
助
す
る

事
業
だ
が
、
初
年
度
は
２
件
、
今

年
度
は
１
件
の
実
績
と
な
っ
て
い

る
。

　

い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
る
事
業
な
の
で
、
積
極
的

に
勧
め
て
い
き
た
い
。

10

３月議会
でどんな
ことを？

　
　
　
　

及
川
満
浩
議
員

　
　
　
　

新
年
度
か
ら
開
始
予
定

だ
っ
た
、
コ
ン
ビ
ニ
の
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
っ
た
住
民
票
と
印
鑑
証
明
書

の
取
得
サ
ー
ビ
ス
開
始
が
遅
れ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
理
由
は
。

　

コ
ロ
ナ
や
半
導
体
不
足
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
遅
れ
て
い
る
。

　

順
調
に
進
め
ば
５
月
頃
に
開
始

の
予
定
。

▽
住
民
票
と
印
鑑

証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

住
民
生
活
課
長

建
設
課
長

産
業
振
興
課
長

議会だよりつるい　№177№ 177

３３
月
定
例
会

月
定
例
会
３
月
８
～
14
日

令和４年度各会計補正予算
会計別 補正額 総　額 議決の内容

一 般 会 計 ▲5501万8千円　　 49億3016万2千円 全員賛成により可決
水 道 特 別 会 計 ▲145万4千円　 5534万3千円 全員賛成により可決
農業集落排水事業特別会計 ▲124万8千円 5396万0千円 全員賛成により可決
国民健康保険特別会計 158万3千円 3億6466万7千円 全員賛成により可決
診 療 所 特 別 会 計 ▲18万4千円 3092万3千円 全員賛成により可決
介 護 保 険 特 別 会 計 1845万2千円 2億7485万7千円 全員賛成により可決
後 期 高 齢 者 特 別 会 計 ▲171万8千円 4478万4千円 全員賛成により可決

燃料費の高騰により各施     設の管理費が増額
　　　　　　   議員が注目した事業は？

▽
国
民
健
康
保

　

険
税
が
減
少

11

▽
鶴
居
キ
ャ
ン
プ

　
　

場
が
鶴
居
桜
公

　
　

園
に
名
称
変
更

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
議
員

　
　
　
　

温
泉
に
入
る
際
に
入
湯

税
を
支
払
っ
て
い
る
が
、
一
人
あ

た
り
の
税
額
は
。

　
入
湯
税
は
申
告
税
で
、
事
業
者

か
ら
の
申
告
に
よ
り
納
め
て
も

ら
っ
て
い
る
。
一
人
あ
た
り
日
帰

り
入
浴
で
１
０
０
円
、
宿
泊
付
入

浴
で
１
５
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
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鶴居キャンプ場から鶴居桜公園に

住
民
生
活
課
長

▽
営
農
貯
水
タ
ン

ク
整
備
助
成
事
業

の
利
用
が
少
な
い

　
　
　
　

及
川
満
浩
議
員

　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
税

収
が
９
０
０
万
円
ほ
ど
減
額
補
正

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

　

主
に
、
農
家
の
法
人
化
や
、
75

歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療
へ
の

移
行
に
よ
る
保
険
者
数
の
減
少
な

ど
が
減
額
の
要
因
。

　

令
和
４
年
１
月
の
被
保
険
者
数

は
７
４
５
人
だ
っ
た
が
、
令
和
５

年
１
月
に
は
７
０
７
人
に
減
少
し

て
い
る
。

住
民
生
活
課
長
補
佐

　
　
　
　

吉
田
保
博
議
員

　
　
　
　

鶴
居
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら

「
鶴
居
桜
公
園
」
に
変
更
す
る
理

由
は
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
管
理

人
が
い
な
い
鶴
居
キ
ャ
ン
プ
場
を

閉
鎖
し
て
い
た
。

　

そ
の
間
、
関
係
す
る
事
業
者
な

ど
と
の
意
見
交
換
会
で
、
キ
ャ
ン

プ
場
と
し
て
再
開
す
る
な
ら
管
理

人
を
置
い
て
管
理
し
て
欲
し
い
と

の
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
河
川
敷
を

管
理
す
る
北
海
道
の
許
可
を
得
て

無
料
で
運
営
し
て
い
た
が
、
キ
ャ

ン
プ
場
と
し
て
収
益
を
得
る
よ
う

な
営
業
は
難
し
い
場
所
で
あ
る
た

め
管
理
人
の
設
置
は
困
難
で
あ

り
、
公
園
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

に
し
た
。

副
村
長

▽
土
地
の
取
得

　

移
住
・
定
住
の
増
加
な
ど
で
住

宅
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
戸
建

て
住
宅
を
建
築
す
る
土
地
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
宅
地
分
譲
地
や
生
活

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
住
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
鶴
居
市
街
住
生
活

基
盤
整
備
予
定
地
と
し
て
土
地
を

取
得
し
ま
し
た
。

所 在 地：鶴居東 5-1-1
面 積：13,223.29 平方メートル
取得金額：6765 万 351 円
契約相手：釧路丹頂農協　

コンビニで住民票と印鑑証明
書が取得できます



松
井
俊
治

東　

隆
行

松
井
洋
和

佐
藤
吉
人

及
川
満
浩

吉
田
保
博

大
津
泰
則

秋
里
広
志

松
井
広
道

令和５年度予算の認定
一般会計　 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
水道特別会計　 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
農業集落排水事業特別会計　 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
国民健康保険特別会計　 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
診療所特別会計　 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
介護保険特別会計　 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
後期高齢者医療特別会計　 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
条例の制定・一部改正
個人情報保護法施行条例の制定
デジタル社会の形成を図るための関係法律の改正による条例改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

個人情報保護審査会条例の制定
デジタル社会の形成を図るための関係法律の改正による条例改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

鶴の居る村基金条例の一部改正
主に「鶴の居る村ふるさと応援基金条例」に題名を変更する条例改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

印鑑条例の一部改正
主にマイナンバーカードを利用した交付申請制度を導入するための改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

手数料条例の一部改正
主に住民票のコンビニ交付にともなう手数料の改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

国民健康保険条例の一部改正
主に法改正にともなう出産育児一時金給付額を引き上げる改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

国民健康保険税条例の一部改正
主に北海道の運営方針による保険料の平準化を段階的に行うための改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

国民健康保険財政調整基金条例の制定
主に保険財政の健全化を図るための基金を設置する条例の制定 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

幌呂農村環境改善センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
併設する乳製品加工体験室の完成にともない使用料を定める改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

運動広場の設置及び管理に関する条例の一部改正
主に老朽化したテニスコート廃止にともなう改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

道路占用料徴収条例の一部改正
道路法施行令の改正にともなう村道に係る占用料の改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

村民スポーツ・健康増進施設条例の一部改正
コロナで使用していなったシャワー室の使用料の改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

村民広場設置条例の一部改正
鶴居市街の河川敷キャンプ場を「鶴居桜公園」に変更する改正 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

令和４年度補正予算
一般会計（第10号）
主に新型コロナウイルス感染症の影響などによる不用額の整理 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

水道特別会計（第3号）
主に水道使用料の実績見込による増額や執行残による減額の補正計上 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

農業集落排水事業特別会計（第2号）
主に使用料の実績見込による増額や執行残による減額の補正計上 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険特別会計（第3号）
主に実績見込額の精査による補正計上 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

診療所特別会計（第3号）
主に実績見込額の精査による補正計上 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

介護保険特別会計（第2号）
主に実績見込額の精査による補正計上 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

後期高齢者医療特別会計（第2号）
主に実績見込額の精査による補正計上 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

その他
土地の取得（鶴居東 5 丁目） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
村道の廃止（鶴居市街 1 条通り） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
村道の認定（鶴居市街 1 条通り） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
損害賠償の額を定め、和解することについて 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
議員発議案
議会の個人情報保護法施行条例の制定 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
意見書（国に提出）
食料安全保障を担う持続可能な北海道酪農畜産の支援に関する意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
知的障がいに対する国の対応拡充を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

３月定例会審議した議案と結果
上程議案 結果

（
注
）
議
長
は
賛
否
を
表
明
し
ま
せ
ん
。

賛成：〇
反対：×
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一般質問一般質問

　佐藤　吉人　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P14
①難聴者用磁器ループを公共施設に
②ファミスポ・アップ大型窓からの日差しがまぶしい

　吉田　保博　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P15
①今後の新型コロナウイルス感染症は
②各学校と児童生徒への新型コロナウイルス対応策は

４
人
の
議
員
が

４
人
の
議
員
が
1111
項
目
の
質
問

項
目
の
質
問

村
長
・
教
育
長
へ聞
き
た
い
こ
と

村
長
・
教
育
長
へ聞
き
た
い
こ
と

一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、
執行機関（村長・教育長）に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものです。

紙面の都合により、内容を要約して掲載しています。

　及川　満浩　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P16
①加齢性難聴対策として補聴器への助成を
②中学部活動の地域移行は
③がん患者のアピアランスケア対策は
④酪農の支援と酪農振興基金の活用を

　大津　泰則　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P17
①今後の観光産業振興への考えは
②スイスのグリュイエール村との国際交流を
③これからの鶴居村を担う子どもたちや、ゆかりのある選手
　の応援を

一
般
質
問   

議会だよりつるい　№177№ 177　　

（
注
）
議
長
は
賛
否
を
表
明
し
ま
せ
ん
。

（
注
）
議
長
は
賛
否
を
表
明
し
ま
せ
ん
。
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佐
藤 
補
聴
器
を
装
着
し
て

い
る
人
も
多
く
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
補
聴
器
は

聞
き
た
い
音
ば
か
り
で
は
な
く
周

辺
に
あ
る
音
（
多
様
音
）
も
拾
い

こ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
広
い
会
場

で
は
壁
に
当
た
っ
た
音
が
反
響
し

て
雑
音
の
よ
う
に
な
る
そ
う
で

す
。

　

そ
こ
で
、
補
聴
器
を
装
着
し
て

い
る
人
の
対
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
る「
電
磁
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム
」

を
採
用
し
て
い
る
行
政
機
関
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、
本
村
で
の
採
用

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

る
音
が
聴
こ
え
る
た
め
、
広
い

ホ
ー
ル
の
よ
う
な
音
が
拡
散
す
る

場
所
で
は
、
聴
き
た
い
音
を
聞
き

分
け
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　

難
聴
者
用
磁
気
ル
ー
プ（
集
団

補
聴
シ
ス
テ
ム
）
は
、
補
聴
器
の

機
能
の
限
界
を
カ
バ
ー
す
る
も
の

で
、
講
演
会
や
会
議
な
ど
で
音
響

機
器
か
ら
補
聴
器
や
専
用
受
信
機

に
直
接
音
声
が
送
信
さ
れ
、
難
聴

者
は
周
囲
の
雑
音
を
気
に
せ
ず
、

必
要
な
声
や
音
を
聴
く
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。

　

今
後
、
活
用
す
る
場
面
や
運
用

方
法
、
導
入
費
用
な
ど
も
含
め
、

前
向
き
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

磁器ループシステム

佐
さ
藤
とう

吉
よし

人
ひと

 議員

一
般
質
問   

佐
藤
吉
人

会議などで補聴器の聞こえを支援するシステムの導入を。
難聴者用磁気ループ
村長　前向きに検討する　

フ
ァ
ミ
ス
ポ
・
ア
ッ

プ
の
採
光
窓
か
ら
の

光
が
ま
ぶ
し
い

佐
藤 

一
部
の
利
用
者
団
体

か
ら
、
総
合
体
育
館

の
正
面
上
部
に
あ
る
大
き
な
採
光

窓
は
、
自
然
光
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
明
る
く
、
暖
か
み
も
感
じ
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
窓
側

の
光
を
遮
断
す
る
も
の
が
な
い
の

で
、
球
技
な
ど
で
利
用
す
る
際
に

は
ま
ぶ
し
す
ぎ
て
ボ
ー
ル
や
羽
根

を
見
失
う
と
の
指
摘
も
あ
り
ま

す
。
対
応
策
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長 

昨
年
、
村
内
の

利
用
団
体
か
ら

「
フ
ァ
ミ
ス
ポ
・
ア
ッ
プ
の
採
光

に
つ
い
て
」
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
要
望
を
受
け
、
改
め
て
現

地
確
認
や
指
定
管
理
者
か
ら
の
聞

き
取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

冬
の
時
期
は
太
陽
の
位
置
も
低
い

こ
と
か
ら
、
午
前
中
を
中
心
に
東

村
長 

補
聴
器
に
は
、
聞
き

た
い
音
を
特
定
す
る

機
能
が
充
分
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ

吉
よし

田
だ
保
やす

博
ひろ

 議員

一
般
質
問   

吉
田
保
博

５月に５類に引き下げになるが村の対応策は。
今後のコロナ感染症対策は
村長　基本的な感染予防対策は継続

吉
田 

政
府
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
を
、

５
月
８
日
に
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
と
同
じ
５
類
に
引
き
下

げ
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
13
日
以
降
の
マ
ス

ク
着
用
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
見
直
し
も
行
う
よ
う
で
す
が
政

府
の
方
針
を
う
け
、

①
鶴
居
村
の
総
感
染
者
数
の
把
握

②
今
後
の
感
染
症
へ
の
対
応
策

③
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て

④
診
療
所
で
の
検
査
と
治
療

　

以
上
、
鶴
居
村
の
対
応
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

村
長 

①
全
数
把
握
が
見
直

さ
れ
た
９
月
27
日
か

ら
２
月
27
日
ま
で
の
村
感
染
者
数

は
52
名
で
す
。

②
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
ま
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
感
染
予
防
対
策

を
継
続
し
ま
す
。
５
類
に
引
き
下

げ
後
は
、
換
気
や
手
洗
い
な
ど
の

基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
は
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

③
小
中
学
校
や
役
場
窓
口
、
保
育

園
な
ど
は
個
別
状
況
ご
と
に
判
断

す
る
と
と
も
に
、
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
高
齢
者
が
集
う
場
面
な
ど

は
、
必
要
な
予
防
措
置
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。

④
つ
る
い
養
生
邑
病
院
と
連
携
し

て
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

同
時
に
検
査
で
き
る
体
制
と
し
て

お
り
、
今
後
も
当
面
の
間
は
継
続

し
ま
す
。
治
療
は
、
解
熱
剤
の
投

与
程
度
の
対
応
と
し
て
お
り
、
重

症
化
リ
ス
ク
が
考
慮
さ
れ
る
場
合

は
、
今
後
も
釧
路
市
内
の
対
応
可

能
な
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
て

受
診
を
促
す
よ
う
対
応
し
て
い
く

考
え
で
す
。

側
の
窓
か
ら
ア
リ
ー
ナ
に
太
陽
光

が
直
接
差
し
込
む
時
間
帯
が
あ
る

ほ
か
、
ア
リ
ー
ナ
の
壁
や
床
が
過

度
に
明
る
く
感
じ
る
利
用
者
が
い

る
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

東
側
の
窓
は
、
自
然
光
を
取
り

込
む
こ
と
で
館
内
の
明
る
さ
や
暖

か
さ
を
保
ち
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

デ
ッ
キ
か
ら
外
の
景
色
が
見
え
る

と
い
っ
た
利
点
を
考
慮
し
設
計
さ

れ
た
も
の
で
、
ア
リ
ー
ナ
で
の
プ

レ
ー
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
想

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在

オ
ー
プ
ン
半
年
の
状
況
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、こ
れ
か
ら
夏
を
迎
え
、

新
た
な
課
題
が
生
じ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
１
年
程
度

は
施
設
設
備
の
状
況
を
把
握
し
た

う
え
で
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
求
め

ら
れ
る
明
る
さ
の
基
準
も
考
慮
し

な
が
ら
、
課
題
の
整
理
と
対
策
に

つ
い
て
検
討
し
、
合
理
的
で
効
率

的
な
措
置
を
講
じ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

吉
田 

村
教
育
委
員
会
と
し

て
、
今
後
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
、

マ
ス
ク
着
用
も
含
め
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

各
学
校
と
子
ど
も
た

ち
へ
の
コ
ロ
ナ
対
策

の
今
後
は

教
育
長 

基
本
的
な
感
染

症
対
策
に
つ
い

て
は
、
文
科
省
や
道
教
委
か
ら
、

こ
れ
ま
で
と
変
更
す
る
こ
と
な

く
、
そ
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
、

４
月
１
日
か
ら
個
人
の
判
断
に
委

ね
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
の
卒
業
式
に
限
っ
て
は
、
児

童
生
徒
と
教
職
員
は
式
典
全
体
を

通
じ
て
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
を
基

本
と
し
、
来
賓
や
保
護
者
な
ど
に

は
マ
ス
ク
の
着
用
を
求
め
る
対
応

を
と
り
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
脱
を

児
童
生
徒
に
強
い
る
こ
と
は
せ

ず
、
児
童
生
徒
の
間
で
も
マ
ス
ク

着
用
の
有
無
に
よ
る
差
別
・
偏
見

な
ど
が
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い

き
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
、
マ
ス

ク
を
着
用
で
き
な
い
人
も
、
マ
ス

ク
を
着
用
す
る
必
要
が
あ
る
人
も

い
ま
す
。
私
た
ち
は
正
し
く
理
解

し
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

学校でのマスクは個人の判断に
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及
川 
難
聴
は
認
知
症
発
症

の
リ
ス
ク
要
因
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
難
聴
が
脳
機
能
と
関

連
す
る
こ
と
に
着
目
し
、
脳
の
活

性
化
を
促
す
た
め
に
早
く
か
ら
補

聴
器
を
使
う
時
代
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
補
聴
器
購
入
の
援
助
を

制
度
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
生
活
実
態
や
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、「
老

人
性
難
聴
」
に
関
す
る
啓
発
や
予

防
を
通
じ
た
取
り
組
み
な
ど
を
実

施
し
た
い
。

及
おい

川
かわ

満
みち

浩
ひろ

 議員

一
般
質
問   

及
川
満
浩

議会だよりつるい　№177№ 177

高齢者の加齢性難聴対策として補聴器への助成を。
補聴器への購入助成を
村長　当面は他自治体の動向を注視

17

大
おお

津
つ
泰
やす

則
の り

 議員

一
般
質
問   

大
津
泰
則

議会だよりつるい　№177№ 177　　

観光は経済波及効果が高く、大きな期待が持てる産業。
観光を産業に
村長　村の特性や魅力を最大限に活かす

教
育
長 

現
在
、
学
校
や

関
係
団
体
な
ど

と
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る

情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
国
の
支
援
を
受
け
て

鶴
居
中
学
校
に
導
入
す
る
部
活
動

大
津 

小
規
模
自
治
体
の
生

き
残
り
を
か
け
「
観

光
を
産
業
に
」
と
い
う
明
確
な
目

標
を
立
て
、
新
た
な
産
業
振
興
に

力
強
い
意
欲
を
表
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

お
も
て
な
し
環
境
の
充
実
・
村

の
地
域
資
源
の
活
用
・
村
の
体
制

強
化
な
ど
、
今
後
の
観
光
産
業
振

興
に
向
け
て
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　

ま
た
、
９
月
に
世
界
各
国
の
メ

デ
ィ
ア
や
旅
行
関
連
会
社
な
ど
が

一
堂
に
集
う
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
今
後
の
観
光
需

要
は
再
び
動
き
出
し
て
い
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
管
内
で
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
動
き
が
創
出
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
現
状
の
課
題
を
整
理
し

な
が
ら
広
域
的
な
視
点
を
持
っ

て
、
本
村
の
特
性
や
魅
力
を
最
大

限
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
議
論
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

村
長 

「
お
も
て
な
し
環
境
の

充
実
」
や「
村
の
地
域

資
源
の
活
用
」「
村
の
体
制
強
化
」

な
ど
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
大
き

な
柱
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
観
光

を
戦
略
的
に
考
え
る
う
え
で
大
切

な
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

村
長 

現
在
、
補
聴
器
購
入

へ
の
公
的
な
支
援
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
人
が
指
定
医
療
機
関
を
受
診

し
、
補
装
具
交
付
意
見
書
の
交
付

を
受
け
る
な
ど
、
所
定
の
手
続
き

を
行
っ
た
う
え
で
、
原
則
購
入
費

用
の
お
よ
そ
１
割
の
負
担
で
購
入

中
学
部
活
動
の

　
　
　
　

地
域
移
行

及
川 

部
活
動
の
地
域
移
行

に
あ
た
り
、
教
育
的

な
意
味
合
い
と
の
整
合
性
、
心
身

の
発
達
段
階
で
あ
る
中
学
生
へ
の

配
慮
し
た
指
導
、
保
護
者
の
費
用

負
担
の
増
加
、
委
託
す
る
団
体
や

指
導
者
の
確
保
と
そ
の
質
の
確
保

な
ど
を
含
め
、
対
応
や
方
向
性
を

伺
い
ま
す
。

が
ん
患
者
へ
の

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

及
川 

酪
農
を
守
る
こ
と
は
、

国
の
責
任
と
思
い
ま

す
が
、
村
を
維
持
す
る
た
め
に
も

国
・
道
へ
の
支
援
要
請
が
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
振
興
基
金
と
い
う

目
的
を
定
め
た
基
金
が
あ
り
、
他

の
基
金
も
含
め
酪
農
支
援
の
た
め

に
運
用
す
る
こ
と
を
今
か
ら
念
頭

に
置
い
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す

が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

村
長 

北
海
道
町
村
会
も
、

２
月
末
に
鈴
木
知
事

な
ど
へ
酪
農
経
営
の
苦
悩
を
伝

え
、
今
後
、
国
に
対
し
て
も
要
請

行
動
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

農
業
団
体
と
連
携
の
も
と
、
地

域
の
声
を
大
き
く
し
な
が
ら
今
後

の
経
営
動
向
を
注
視
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
振
興
基
金
に
つ
い

て
は
一
定
額
の
基
金
を
保
有
し
て

お
り
、
基
金
の
果
た
し
て
い
く
役

割
を
十
分
考
慮
し
て
、
適
切
な
基

金
管
理
に
努
め
ま
す
。

酪
農
へ
の
支
援

及
川 

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

支
援
事
業
と
し
て
医

療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
補
整
パ
ッ
ド
な

ど
を
購
入
し
た
人
に
対
し
、
そ
の

費
用
助
成
を
行
う
例
が
全
国
的
に

も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
支
援
事
業
の
制
度
化

検
討
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

村
長 

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

は
、
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
よ
う
外
見
と
と
も
に
、

周
り
の
環
境
や
患
者
本
人
の
気
持

ち
を
整
え
る
サ
ポ
ー
ト
を
意
味
し

ま
す
。

　

助
成
措
置
を
講
じ
て
い
る
自
治

体
の
状
況
把
握
や
村
民
ニ
ー
ズ
な

ど
の
調
査
を
行
い
、
今
後
の
対
応

を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

指
導
員
制
度
を
活
用
し
て
、
将
来

の
地
域
移
行
に
向
け
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
イ
ス
の
グ
リ
ュ
イ
エ

　

ー
ル
と
国
際
交
流
を

大
津 

グ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル
と

い
う
町
は
、
日
本
語

に
訳
す
る
と
「
鶴
居
村
」
と
な
り

ま
す
。

　

町
の
エ
ン
ブ
レ
ム
も
鶴
で
、

チ
ー
ズ
が
有
名
で
、
ス
イ
ス
の
美

し
い
村
連
合
に
も
加
盟
し
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
国
際
交
流
事
業
な
ど

を
検
討
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
考
え
を
伺
い
ま
す
。

村
長 

グ
リ
ュ
イ
エ
ー
ル
村

と
の
国
際
交
流
の
意

義
は
十
分
に
理
解
し
ま
す
が
、
村

単
独
に
よ
る
交
流
に
は
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
さ
ま

ざ
ま
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

当
面
は「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
や
北
海
道
の
国
際
担
当

部
局
な
ど
か
ら
の
情
報
収
集
に
努

め
な
が
ら
、
協
議
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

村
を
担
う
子
ど
も

た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト

大
津 

先
日
、
新
聞
報
道
で

鶴
居
村
出
身
の
菅か

ん

田だ

路ろ

莞い

君
が
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
は

世
界
最
高
峰
の
Ｎ
Ｈ
Ｌ
傘
下
の
３

部
の
チ
ー
ム
に
入
団
し
た
と
の

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
田
君
は
「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

村
ぐ
る
み
で
応
援
し
て
く
れ
た
。

遠
く
は
な
れ
て
も
心
は
い
つ
も
鶴

居
村
に
あ
り
、
鶴
居
村
は
小
さ
い

ま
ち
だ
け
ど
、
自
分
が
活
躍
し
て

鶴
居
村
を
世
界
に
発
信
し
て
恩
返

し
を
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
小
中
学
生
の
野
球
教

室
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
講
演
会

の
開
催
、
そ
し
て
選
手
へ
の
ス
ポ

ン
サ
ー
契
約
な
ど
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
応
援
を
す
べ
き
と
思
い
ま

す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長 

専
門
的
な
知
識
・

技
能
を
活
か
し

た
指
導
・
助
言
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
す
。

　

菅か
ん

田だ

路ろ

莞い

選
手
か
ら
、
コ
ロ
ナ

が
落
ち
着
い
て
帰
省
す
る
機
会
が

あ
れ
ば
、
鶴
居
村
の
子
ど
も
た
ち

に「
夢
」
に
つ
い
て
話
を
し
た
い

と
伺
っ
て
お
り
、
今
後
、
こ
う
し

た
機
会
を
ど
の
よ
う
な
形
で
実
現

で
き
る
か
、
検
討
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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第
１
回
臨
時
会

　
２
月
16
日
に
臨
時
会
を
開
会
し

ま
し
た
。

　
専
決
処
分
１
件
、
条
例
改
正
２

件
、
補
正
予
算
１
件
、
指
定
管
理

者
の
指
定
１
件
の
議
案
審
議
を
行

い
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

鶴居診療所の指定管理者に
医療法人 資生会

指定管理する施設： 村立鶴居診療所
指 定 管 理 者 ： 医療法人 資生会
　　　　　　 　（つるい養生邑病院）
指定管理の期間： 令和5 年4 月1 日から令和8 年3 月31 日

　議会の傍聴お待ちしています。
次回定例会は6月13日(火)10時～役場2階（予定）

議会だよりは要約されています。議会だよりは要約されています。
臨場感ある本会議場へお越しください。臨場感ある本会議場へお越しください。

議会だよりつるい　№177№ 177　　

▷指定管理者の指定
　鶴居診療所の指定管理者に医療法人資生会

（つるい養生邑病院）を指定しました。

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
議
員

　
　
　
　

今
回
購
入
す
る
土
地
に

何
区
画
の
分
譲
地
を
予
定
し
て
る

の
か
。

　

購
入
し
た
土
地
の
一
部
に
、

５
０
０
㎡
程
度
の
宅
地
を
６
区
画

予
定
し
て
い
る
。　

企
画
財
政
課
長

購入した土地

臨
時
会

議 

員 

表 

彰

松
井
俊
治

東　

隆
行

松
井
洋
和

佐
藤
吉
人

及
川
満
浩

吉
田
保
博

大
津
泰
則

秋
里
広
志

松
井
広
道

専決処分の承認
損害賠償の額を定め、和解すること 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
条例の制定・一部改正
鶴居村議会議員及び鶴居村長の選挙における選挙運動の公費
負担に関する条例の一部改正
デジタル社会の形成を図るための関係法律の改正による条例改正

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

鶴居村特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償にかん
する条例の一部改正
デジタル社会の形成を図るための関係法律の改正による条例改正

全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度補正予算
一般会計（第9号）
主に鶴居市街地の土地購入、ふるさと納税、バイオガス関連経費の計上 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

指定管理者の指定
村立鶴居診療所　医療法人 資生会　
令和４年度から鶴居診療所は指定管理者が運営しています。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上程議案 結果
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　昨年 2022 年 11 月 23 日、鶴居東３丁目にホテル「つるいむら湿原温泉ホテル」をオープンさせていただきました、
株式会社阿部ビル代表取締役社長の阿部由香と申します。
　他、創立 92 周年を迎える阿部新聞店や、開局 29 周年を迎える釧路のラジオ局「FM くしろ」にも属しております。
阿部ビルでは、釧路駅前でビジネスホテル「釧路ロイヤルイン」を営んでおり、釧路ロイヤルイン開業 20 周年の
年に「つるいむら湿原温泉ホテル」をオープンさせていただきました。

　鶴居村にホテルを建てることになったのは、ご先祖様に導かれました。
というのは、私の祖父阿部七郎は村内にある「釧路カントリークラブ」を開業する際に、栗林定四朗氏、両角克治
氏と共に釧路にゴルフ場を創設しようと土地を探していたところ、祖父の知り合いであった当時の北海道クロー
バー乳業鶴居工場長だった宮田四郎氏を介して現在の土地を紹介され、当時の井原栄松鶴居村長と話を進め買収に
動いたと祖父の自伝に書いております。
　祖父は釧路カントリークラブが開場するまで関わり、開場後は理事として、プレイヤーとして、釧路カントリー
クラブを愛し 84 歳までゴルフを楽しんでおりました。また、どのような経緯かわかりませんが、その祖父は茂雪
裡に山林を所有しており、亡き後は私の父である阿部昌雄が引き継ぎ、父の亡き後は私が引き継がせていただいて
おります。このような経緯もあり鶴居村へご先祖様に導かれた気がします。

　また廃業していた民宿つるいの跡地、湿原温泉を再開できたのも、これも縁－。親戚筋の知り合いの方からのご
紹介でした。

つるいむら湿原温泉ホテルつるいむら湿原温泉ホテル
をオープンしましたをオープンしました

代表取締役社長代表取締役社長

　「つるいむら湿原温泉ホテル」は、営業を始めて 5 カ月を迎えようとして
おりますが、オープン前、オープンしてからのこれまで、色々な苦難があり
ました。
　まずは建材の高騰。建築面積や木材の使用箇所をかなりカットしました。
開業後、特に苦労したのは、エストニアから運んだ樽型のサウナ、バレルサ
ウナです。サウナは、当初は地域の木材を使い建てる予定でしたが木材ショッ
クで倍の値段になり、諦めるしかなく、代理店を通してエストニアから輸入
した次第です。比較的に安価なこともあり、建て付けが悪く、鶴居村の寒さ
に適していないところがあり、冬は氷つくドアとの戦いとなり、何回も改良
し、2 月に入り利用者から”最高のサウナ”と言われるようにもなりました。

　
「つるいむら湿原温泉ホテル」という名称にしたのは、村民をはじめ地域の方々が、
長きに渡り「湿原温泉」と呼んで愛していたこと、縁がある大好きな鶴居村の名
前をホテル名に入れたいことから、字画占いもみて、ひらがなにし、末永く多く
の人々に愛される、この表記、名称にさせていただきました。

　「つるいむら湿原温泉ホテル」の部屋は鶴居村に似合う、北欧風のデザインに
しました。1 階にあるレストラン ”ビストロ チモシー”は地域の食材を使った
メニューを展開。チモシーという名は鶴居村にある牧草からとり、シェフが命名
しました。当店のシェフが作る料理はどのメニューもとても美味しいです。夕食
は宿泊者中心となりフレンチのコース料理となります。ランチ（11 時 30 分～
14 時 不定休）は一般客のご利用となります。夕食は要予約で宿泊者以外もご利
用にできる日もございますのでお問い合わせください。
　開業から今日まで、大石村長をはじめ、役場の方、建設会社、建築家様、村民
の方々、同業者の方から多大なるご尽力を賜り開業できたことに感謝しておりま
す。
　また人との繋がりが拡がりトントン拍子で話が進み、鶴居村でお仕事をさせて
いただいていることに感謝し、私の座右の銘のひとつである”一期一会”。これ
からも人々との繋がりを大切にし、協力し合い鶴居村の発展に寄与したいと思っ
ておりますので、「つるいむら湿原温泉ホテル」をご愛顧の程よろしくお願いい
たします。


